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若
い
方
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
自
主
的
な
健
康

づ
く
り
教
室
を
、
地
域
で
開
い
て

み
ま
せ
ん
か
?
健
康
増
進
課
が
、

地
域
で
の
自
主
運
営
を
支
援
し
ま

す
。

▽
回
数　

週
1
回

▽
内
容　

元
気
も
ん
体
操
、
健
康

　

講
話
、
体
力
測
定
な
ど

 

元
気
も
ん
体
操

　

熊
本
大
学
教
授
の
都つ

づ
く竹

茂
樹
さ

ん
監
修
に
よ
り
作
成
し
た
ス
ロ
ー

筋
ト
レ
を
中
心
と
し
た
体
操
プ
ロ

グ
ラ
ム

▽
支
援　

6
カ
月
間
に
8
回
程
度
、

保
健
師
・
栄
養
士
・
健
康
ま
ち

玄
さ
ん
元
気
教
室（
運
動
教
室
）

づ
く
り
指
導
員
な
ど
の
ス
タ
ッ

フ
を
派
遣

▽
そ
の
他　

自
主
活
動
に
必
要
な

体
操
の
D
V
D
や
ボ
ー
ル
、
自

動
血
圧
計
な
ど
を
貸
与

▽
募
集
団
体　

年
間
20
団
体
程
度

（
先
着
順
）

※
行
政
区
以
外
で
も
、
既
存
の
グ

ル
ー
プ
や
10
人
以
上
の
団
体
で

あ
れ
ば
、
応
募
可
能
で
す
。

▽
申
込
期
間　

開
始
希
望
月
の
2

カ
月
前
ま
で（
随
時
）

　
「
転
ば
ん
隊
」が
地
域
の
会
館
な

ど
に
出
向
き
、
健
康
・
介
護
予
防

に
関
す
る
お
話
や

体
操
な
ど
を
行
い
、

地
域
の
皆
さ
ん
の

こ
こ
ろ
と
身
体
の

健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

▽
期
間　

4
月
〜
平
成
26
年
3
月

ま
で
の
平
日
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
の
間
の
2
時
間
程
度

▽
対
象　

介
護
予
防
や
健
康
づ
く

り
に
関
心
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
や

団
体

▽
内
容　

健
康
講
話
・
体
操
な
ど

▽
申
込
方
法　

出
務
派
遣
依
頼
書

に
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
間　

希
望
日
の
1
カ
月

前
ま
で（
随
時
）

※
日
程
の
都
合
な
ど
に
よ
り
、
希

望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進

課
成
人
保
健
係

　

☎
24

1
1
2
7

　

FAX 

24

9
6
0
5

　

3
月
4
日
、「
健
康
づ
く
り
で『
人
・
む
ら
・
ま
ち
』を
元
気
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
健
康
づ
く
り
市
民
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
約

1
3
0
人
の
参
加
者
が
講
演
・
実
践
発
表
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
地

域
で
の
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
や
、
介
護
予
防
活
動
の
取
組
み
を
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
地
区
・
団
体
を
募
集

健
康
づ
く
り
で
地
域
が
元
気
に
な
る
！

▲元気もん体操の様子

転こ
ろ

ば
ん
隊

派遣職員 「転ばん隊」テーマ例
但馬長寿の郷理学療法
士または作業療法士

「転ばない身体を作ろう」「膝・腰に負担をかけない生活
の工夫」「住環境を見直そう」など講話や体操

保健師 「健診のすすめ」「夏場の健康管理」「歩キングのすすめ」な
どの講話と、レクリエーションや体操の紹介

栄養士 「低栄養にご用心：食事バランス」「骨粗しょう症予防」な
どの話

臨床心理士 「こころの健康づくり」「認知症、どう関わる?」などの話

歯科衛生士 「健口体操」「お口の手入れ」などの話

　

区
民
約
80
人
が
玄
さ
ん
元
気
教

室
に
参
加
し
、
筋
ト
レ
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
に
励
ん
で
い
ま
す
。

顔
見
知
り
も

増
え
、
区
内

の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま

す
。（

下
陰
区
長　

西
村
充
春
さ
ん
）

　

過
疎
高
齢
化
が
進
む
区
で
、
世

代
間
交
流
・
健
康
づ
く
り
・
役
割

づ
く
り
が
急
務
と
、
玄
さ
ん
元
気

教
室
を
開
催
。

高
齢
者
が
筋

ト
レ
成
果
を

実
感
し
、
喜

び
の
声
が
聞

か
れ
ま
す
。

〔
桑
野
本
区
長（
竹
野
地
域
）

三
輪
博
一
さ
ん
〕

　

合
言
葉
は「
誘
い
合
い
・
触
れ

合
い
・
支
え
合
い
」。
集
ま
っ
て
、

楽
し
い
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

お
世
話
役
が

会
報
を
手
配

り
し
、
高
齢

者
の
見
守
り

を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

（
出
石
町
川
原　

グ
ル
ー
プ
さ
く
ら

代
表　

川
見
祐
枝
さ
ん
）

　

超
高
齢
化
の
区
で
、
老
人
会
と

連
携
し
、
区
主
催
の
健
康
教
室
を

実
施
。
今
後
は
若
い
世
代
の
参
加

も
呼
び
掛
け
、

み
ん
な
が
笑

顔
で
暮
ら
せ

る
よ
う
活
動

の
充
実
に
向

け
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

〔
西
芝
区
長（
日
高
地
域
）

林　

秀
喜
さ
ん
〕
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市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
の
経

営
支
援
の
た
め
、
中
小
企
業
融
資

制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

中
小
企
業
者
ま
た
は
組
合
な
ど

①
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
1
年

以
上
有
し
、
同
一
事
業
を
引
き

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
の
減
量
を
図
る
た
め
、

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
を
使
っ
て

自
家
処
理
を
す
る
方
に
対
し
、
購

入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し

て
い
る

②
過
去
5
年
間
に
こ
の
補
助
を
受

　

コ
ウ
ノ
ト
リ

野
生
復
帰
に
関

わ
る
豊
岡
の
自

然
環
境
・
社
会

環
境
を
テ
ー
マ

に
、
卒
業
論
文

や
修
士
論
文
の
研
究
を
行
う
学
生

に
補
助
を
行
い
ま
す
。「
円
山
川
下

流
域
・
周
辺
水
田
」が
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

か
ら「
湿
地
の
賢
明
な
利
用
」な
ど

限
定
テ
ー
マ
で
の
研
究
も
募
集
し

ま
す
。

▽
対
象
者　

大
学
生
ま
た
は
大
学

院
生（
グ
ル
ー
プ
も
可
能
）で
、

平
成
26
年
2
月
28
日
ま
で
に
報

告
書
の
提
出
が
可
能
な
方

▽
対
象
経
費

続
き
1
年
以
上
営
ん
で
い
る

②
市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、
市

内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る

③
市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、
市

内
に
主
た
る
事
業
所
を
開
設
し

よ
う
と
し
て
い
る

《
問
合
せ
》
環
境
経
済
課
商
工
係

　

☎
23

4
4
8
0

け
て
い
な
い（
世

帯
単
位
）

③
継
続
し
て
利
用
の

見
込
み
が
あ
る

※
補
助
内
示
前
に
購
入
し
た
も
の

は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
補
助
金
額　

購
入
価
格
の
2
分

の
1

▽
補
助
金
上
限
額　

3
万
円

・
豊
岡
ま
で
の
交
通
費
、
市
内
移

動
に
か
か
る
交
通
費
お
よ
び
宿

泊
費
の
2
分
の
1

・
事
務
的
経
費

・
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
も
の

▽
審
査　

学
識
経
験
者
ら
に
よ
る

審
査
会
で
補
助
金
交
付
者
な
ど

を
決
定

▽
応
募
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
申
請
用
紙
に
記
入
の

上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

5
月
15
日（
水
）

▽
そ
の
他　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
や

生
活
用
具
な
ど
に
関
す
る
サ

ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
課
☎
21

9
0
1
7

▽
補
助
枠　

60
台（
1
世
帯
1
台

限
り
）

※
先
着
順

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス（
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
）で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

　

環
境
衛
生
係
☎
23

5
3
0
4

　

FAX 

23

0
9
1
5
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
係

平
成
25
年
度
豊
岡
市
中
小
企
業
融
資
制
度

豊
岡
市
環
境
経
済
認
定
事
業
へ
の
融
資
制
度
を
新
設
し
ま
し
た

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
の
補
助

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
学
術
研
究
奨
励
補
助

〈融資条件〉
短期融資 長期融資

融資期間 １年以内 １年超～５年以内
（１年据置可）

５年超～10年以内
（１年据置可）

融資利率 年1.5％ 年1.9％（環境経済認
定事業は年1.6％）

年1.9％（環境経済認
定事業は年1.7％）

資金用途 運転資金・設備資金（環境経済認定事業は設備資金のみ）
融資限度額 短期・長期合わせて１企業2,000万円
融資方法 取扱金融機関の定めるところによる。

信用保証
取扱金融機関が必要と認めるときは、兵庫県信用保証協会
の保証を付ける。保証期間は10年以内、保証条件は保証協
会の定めるところにより、保証料は、借受人の負担とする。

担保 無担保（ただし、取扱金融機関または兵庫県信用保証協会が
必要と認めるときは、担保を徴することがある）

保証人 取扱金融機関が必要と認めるときは、連帯保証人を１人以
上（法人の場合は、代表者を含む）必要とする。

取扱金融機関
および申込先

但馬銀行、みなと銀行、山陰合同銀行、但馬信用金庫、た
じま農業協同組合、兵庫県信用組合

申込必要書類

①融資申込書　②市税に滞納がない旨の証明書
③住民票（申請者および連帯保証人）
④登記事項証明書（申請者が法人の場合のみ）
⑤豊岡市環境経済事業認定書の写し（環境経済認定事業のみ）

申込期限 平成26年３月31日（月）

〈補助対象研究・補助金額等〉

補助対象研究 対象 補助金額（上限）
うち事務的経費

一般テーマ
　コウノトリ野生復帰を基本とし
た豊岡の自然環境・社会環境

個人 10万円 １万円

グループ 20万円 ２万円
限定テーマ
　ア　持続可能な湿地の管理方法
　イ　持続可能な有害鳥獣対策
　ウ　湿地の賢明な利用方法

（交流・教育・参加・啓発活動
等の具体的な手法）

個人 15万円 １万５千円

グループ 30万円 ３万円


